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児童発達支援における支援プログラム

作成日：令和6（2024）年12月１日



「私たちは、一人一人のこどもの笑顔を大切に育みます。」

「私たちは、ご家族の気持ちやニーズに寄り添います。」

「私たちは、チームの輪を広げながら、こどもの心と体の発達を支援します。」

事業所理念

支援方針

プレー・たんぽぽ教室
【原則未就園児】

さくらんぼ・いちご教室
【年中・年長】

ことばの相談室
【年中・年長】

集団活動や友達とのやり取りが苦手なお子
さんに対して、就学を見据えた小集団での
活動をとおして、できたという経験を重ね

自信が持てるよう支援します。

発音や吃音により上手く伝えられないお子
さんに対して構音の指導等を行い、話すこ
とを楽しいと感じられるよう支援します。

ことばや成長発達に不安のあるお子さんと
保護者を対象に親子で教室に参加、相談を
行うことで心身の成長や子育てへの不安が

軽減できるよう支援します。

乳幼児期から就学までの途切れない支援を行います。

営業日・営業時間 原則月曜日から金曜日 午前９時から午後３時３０分
※国民の祝日と１２月２９日から１月３日を除く

送迎の有無

支援プロセス

なし

アセスメント

お子さんの成長段階の確認や保護者から
生活状況を聞き取ることでお子さんの現
状と課題を把握します。

児童発達支援計画の作成

アセスメントにより把握した課題解決の
ため、サービス提供の目標と計画を作成
します。

支援の提供

児童発達支援計画に基づいたサービ
スを提供します。

評価・振り返り

サービス提供によるお子さんの成長
を確認するとともに新たな課題を把
握します。

児童発達支援計画の見直し

モニタリングをもとに目標と計画の見直
しを行います。



支援内容

支援の柱 ５領域 支援内容

本人支援 健康・生活 排泄・着脱・準備・片付けに関するプログラムを実施します。
個人の発達段階に合った支援を行い、成長発達を促します。

運動・感覚 サーキットやトランポリン、姿勢保持などの粗大運動を経験するプログラムを実施します。
つかむ、はめる、貼る、描く、切るなどの微細運動を経験するプログラムを実施します。
お口の体操など口腔機能を強化することでことばの発達を促します。

認知・行動 事前予告、行動見本の提示などにより、見通しを持ち行動できるよう支援します。
褒められる経験を重ねることで自己肯定感や達成感を感じられるよう支援します。
わかりやすい指示や視覚支援により理解して行動できるよう支援します。

言語・コミュニケーション 個人の発達段階に合った支援を行います。
他者との適切なやり取りを示し、できた場面で褒められることで適切なコミュニケーションを獲得するプログラ
ムを実施します。（さくらんぼ教室・いちご教室）
構音のお子さんに対し正しい発音を獲得できるプログラムを実施します。また、吃音のお子さんに対し話す
ことが楽しいと感じられるプログラムを提供します。（ことばの相談室）
親子で教室に参加することで遊びを通して共感や愛着形成が育まれるプログラムを実施します。（プレー
教室・たんぽぽ教室）

人間関係・社会性 職員と継続的に関わることで信頼関係ができ、安心して活動に参加できるよう支援します。
同年代のお子さんと関わるプログラムを経験し、集団スキルの成長を促します。

家族支援 保護者座談会を開催し、保護者同士の情報交換や助言を行います。
ペアレント・トレーニングを開催し、お子さんへの関わり方を支援します。
担当職員との相談の機会を設定することで保護者の不安を解消します。



支援の柱 支援内容

移行支援 就園・就学のタイミングで関係機関に情報連携することでスムースな集団参加を促します。
就園先の職員に対し教室見学を行い、情報共有することで共通理解のもと支援を行います。
年長児の保護者に対して就学相談や放課後等児童クラブ、放課後等デイサービスの情報を提供します。

地域連携 定期的に児童発達事業所連絡会を開催し、事業所間の連携を図ります。
子育て支援課（担当保健師）や保育課（就園先）、学校教育課（就学相談）と連携し、途切れない支援の提供を
行います。

職員の質の向上 職員の各種勉強会や研修会の参加を促します。
大学の教授等によるスーパーバイズの機会を確保します。

主な行事 遠足（プレー教室・たんぽぽ教室）
サマーレクリエーション（プレー教室・たんぽぽ教室）
クリスマス会（プレー教室・たんぽぽ教室）
通室児保護者向け講話・研修会の開催（ことばの相談室・さくらんぼ教室・いちご教室・プレー教室・たんぽぽ教室）
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